
 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 1 月 28 日（火）午後６時 30 分から浦添市役所９階講堂で、第 42 回

浦添市社会教育研究大会を開催しました。 

今回は、キャリア教育コーディネーターの翁長有希氏から「時代の変化に沖縄はど

う対応するか」と題してお話していただきました。 

サブテーマは「時代はどう変わる？ 学校教育はどう変わる？ これからの教育

を考える！」で、AI が迫る教育改革に私たちがどのように関わっていくのかを考え

る内容でした。 

講師の翁長さんは、文部科学省の「学校と地域の新たな協働体制の構築のための実

証研究」コンサルタントとしての豊富な知識、体験をもとに分かりやすくお話してく

ださいました。 

翁長さんの話から、「これからの時代は、地域と学校が協働して子どもを育ててい

くことが求められており、子どもたちの自己有用感は多様な大人に見守られ学校・家

庭・地域に大切にされることの積み重ねで作られる。」 

「次世代の教育改革は、先生の働き方改革に伴い組織運営改革が必要であり、これ

からの学校運営は、校長一人が責任を持つのではなく、地域も責任を持つ地域運営学

校（コミュニティスクール）への変化が求められている。」とのことでした。 

私たちの予想をはるかに超えるスピードで社会が変化しており、今の子ども達が

大人になる 2040 年には、今とは全く違う社会になっているかもしれない、そのた

めに、学校教育や社会教育は何をするべきか、どう変わらないといけないのかを考え

させられる内容の深い講演でした。 
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浦添市教育委員会 教育総務課 教育協働係 担当：宮城、川畑 

電話 098-876-1234（内線 6063）メール edusomu@city.urasoe.lg.jp 

４月より社会教育推進課 社会教

育協働係へ担当変更となります 

第 42 回浦添市社会教育研究大会報告 
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教育総務課では、学校と地域を結ぶ役割をするコーディネーターと放課後子ども教

室をサポートするコーディネーターを各学校などに配置しています。 

日頃の仕事は、学校や公民館などで行うため、コーディネーター同士が顔を合わせ

ることがありません。そのため、年に数回情報交換や研修をするために集まります。 

学校や地域で活動する時に困っていることや、今後どうすれば有意義な学校支援、

地域支援ができるか話合いをしました。時間の過ぎるのも忘れるほど、たくさんの貴

重な意見が出されました。 

恒例の新春書き初めに、3 年生が取り組みました。教えてくださるのは文化協会、中

央公民館書道サークル、そして地域の支援者 20 名の方々です。 

各学級それぞれの指導法のもと、子どもたちは「友だち」の三文字を墨で手や足を汚

しながらも懸命に書き込んでいました。2 時間という短い時間でしたが、練習をするう

ちにみるみる上手になり、仕上がった作品に支援者も感心していました 

浦添市では、市民の教育に対する関心と理解を一層高め、取り組みを推進するために、

2 月第 2 土曜日を浦添市教育の日と定めて、功労のあった方の表彰を行っています。 

今年度は 9 人のコーディネーターが、読み聞かせボランティアの受入れや朝の交通安

全指導ボランティア、学習支援ボランティアなどのコーディネイト活動が評価され社会

教育功労賞の受賞となりました。 

第４回地域コーディネーター情報交換会  2 月 18日 

地域コーディネーターが、社会教育功労賞を受賞！ 

当山小学校 書き初め指導（学習支援） 1 月 8日 


